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有珠山周辺に発生する地震について*

須賀

1.はしカtき L 

有珠山は昭和新山の生成を伴って， 1943年ぐ昭和 18

年〉の暮から1945年にかけての活動以後ほとくに目立つ

たこともなく現在に至っている.

室蘭地方気象台では，火山活動監視のため1950年(昭

'和25年り 6月から，地元壮瞥町に委託して石本式地震計

による観測を始め，その後1953年2月には，西湖畔にお

いても委託観測を始めた.また， 1966年には火山観測施

設整備により，電磁地震計(無線隔測により室蘭地方気

象台で記録〉による常時観測が実施され現在巳至ってい

盛典**

551.21 

査した.

2.観測状況

観測に使用した地震計および観測点は，第 1表および

第 5図に示した.委託観測期間中は地震計の保守，整備

などに多少の問題はあったが，一応観測を続けることが

できた.

匂なお，ここで「有珠山周辺に発生する地震」、としてい

るものは，各観測点における P""S時聞がおおよそ3秒

以内または約3秒以内と思われる地震で，火山性地震と

定義しているものである.

第 1表，観測点一覧表

位、 l旦 昭ド和ー新ムか山
‘観測点

経|北緯|高度
地震計 成分 常 数'倍率 観 間1 よ羽 間 備考

東 らの距離

i 壮瞥 140053.3' 42033.3' 
ml NNE 

石本式 HX1 To=1. 0 150 1950. VI. 10""1958. XI. 23 委託観測62 2.3km 
v=8 

向上 // // // // 56型高倍 HX1 To=1. 0 415500!1 1958E24~1962VI27 // 

年地震計 む=8 1962. VII. 25""196(). lx. 30 
l 西湖畔 140 '51. 8 4233.2 91 NNW 石本式 HX1 To=1. 0 501953. II. 13""1957. V. 31 // 

1.5 、 v=8 ¥ 

向上 // // // // 高倍率 HX1 To=1:0 450:1957. V. 31""1957. VII. 1 // 

地震計 む=8

向上 // // // // 石本式 HX1 To=1. 0 150 1959. 1.12""1966. III. 31 // 

v=8 

A 点 140 51".5 42 31 8 281 SW 62E型電 HX2 To=1. 0 2000 1966.VII. 1"" 室蘭で記
1.4 
磁地震計 VX1 T1=15Hz 室乗

G 

ん=0.5
ヘ

る 、一、 ¥(1)地震回数

この聞に得られた資料(とくに電磁地電計lこよ Q観測 壮瞥では設置当初は年間30回近く観測され， 1954年に
が始まってからは，精度の良いものが得られるようにな は41回と多かったが，傾向としては徐々に少なくなって

った〉を整理し，有珠山周辺に発生する地震について調 いる.

一方， 1966年7月現在の電磁地震計による観測が始ま

* M. S昭 a:On the Earthquakes Observed near VoIcano ってからは，従来と比べると地震計の倍率も大きく、な

U su. (Receive May 24， 1971) り，また昭和新山からの距離もやや近くなったので観測

料札幌管区気象台、 ' ノされる回数も多くなり，年間で数十回から百回近〈にな
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""""150μ 程度となっている.なお振幅の振り切れた大き

い地震は一応制限振幅の値と Lて計算した.回数は第1

図の図中上方に示した.

報

つだ.月日iJでは，多い月で十回位から少ない月では一回

位のときもありまちまちであるか，全般的な傾向として

は増減は見ちれず、ほぼ定常的な状態が続いている.観測

された地震回数は第2表のとおりである.

時
司言・

5支馬食144 

10 

20 

百玩 Dec Dec Dec 恥

1966 1967 1968 1969 '1970 

第 1図 地震回数および最大振幅の積算

(2)地震発生間隔および振幅分布

1966年から197O年までに電磁地震計で、観測された地震

について，発生間隔の度数をとってみた.地震回数があ
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第2表，地震回数表、

沿，，~l!J 2 13 1 4 1 ~ -1 6 r 71 8 1 9 110 1111ロ|計
1950 21 2 51 2 21 0 41 17 

51 61 3 11 1 31 2 21 0 212 31 4 29 

52 11 '4 01 0 01 2 2 31. 2 11 2 11 18 

53 01 0 11 1 01 5 01 1 21 5 41 4 23 
01 '2 01 2 51 2 21 7 11 3 (24) 

54 
51 2 3 61 1 11 ， 3 511 41 5 

5O (2411 ) 11 2 欠 01 0 21 8 51 3 01 0 

55 
11 5 41 5 11 4 21 0 4 31 0 1130 
01 6 31 5 31 4 21 0 2 21 3 11 31 

56 
1 21 3 01 0 1 31 3 21 1 31 1 20 
1 31 2 11 ，0 2 31 3 21 1 11 0 19 

57 
31 0 11 0 1 41 4 2 

b欠5 欠5 
3 6 34 

21 0 110 3 4欠 欠 欠 欠(10) 

58 
2 31 2 41 1 11 2 1 21 1 11 0 20 
欠 欠欠 欠欠 欠欠 欠 欠欠 欠欠

， 

11 0 11 0 11 1 2 01 1 01 0 01 7 59 
、11 0 11 0 01 0 。01 0 010 01 2 
601， ~ O欠 11 3 01 0 01 1 01 0 01 (6) 
O 01 0 01 0 01 0 01 0 O 、O 01 0 

61 
21 1 01 0 11 1 01 0 11 0 1 01 7 
11 0 01 0 11 0 01， 1 11 0 O 01 4 

62 
11 1 01 ' 0 欠 欠欠 欠欠 欠欠 会欠O (2) 
11 1 01 0 1 11 3 01 1 11 0 一 9

631 2 31 0 11 4 11 0 21 0 01 4 O 15 O 31 1 11 -3 '11 0 01 2 01 4 O 15 

64 
31 1 21 0 01:-1 01 0 11 0 71 0 15 
31 1 21 0 01 1 01 0 11 0 欠 O 8 

651 ; 01 0 O 01 0 11 ， 1 01 4 O 01 7 
1 01 0 ，0 01 0 O欠 欠欠 欠 欠(1)

661 0 ー01 0 O 010 01 0 O 

，/  

‘書

10 

(下段=西湖畔〉

1966 7 61 6 4 2 21 27 

67 51 '2 41 1 611 O 5 31 54 

68 31 21 2 91 9 91 4 51 8 13 9 6179 

69 71 5 61 10 111 (2) 41 3 41 4 81 4 68 

70 111 2 51 11 191 12 13110 81 3 21 2 98 

@ 

O 15 

地震発生間隔

3 '6 9 :12 

Day 

第2図
〆
〆

また，エネルギ一発散状況の目安として最大振幅の積

算値を第1図に示した.これを見ると，起こり方として

は，ある時期に集中し比較的振幅の大きい地震が発生

し，ほぼ段階状の変化をじている.間隔も 1年から 1年

半位と‘な、っておりJプロックの最大振幅の積算値は 100
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有珠山周辺に発生すでる地震について一一ー須賀 145 

まり多くないので間隔は3日毎とした.その結果は第2

図にフ。ロットしたように指数分一布、をしている.

N 
100. 

10 

'"ん〉

A 

第 3図石本飯田の関係

N 
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6 

の P~S 別度数を示しである.

ーi)壮瞥

P-..S時間の読み取れた約160個の地震のひん度を見る

と，大部‘分のものはO.3;......，2. Osecの間にあり，そのうち

0.5，.......1. Osecのものがi全体の60%を占めている.

もづとも多いのは0.8secのものであるが， .やや p，..... S 

の長いものとしては1.4sec:および1.8secに小さい山があ

る.また3sec前後でもやや多くなっている.

ii) 西湖畔

P，.......S時間の読み取れたものは約60個で， O. 3，.......1. Osec 

のものが全体の70%で大部分を占めている.それより p，

;......，Sの長いものの数は少なくなるが，、 3sec 、前後でやや

多くなっている.

¥iii) A点

1970年までP---S時間の読みとれたもの86個でそのう

ち， 0..3"，1. 0 secが多く全体の60%となっている.その

ほかは1.4'"'-'2.3secくらいにかけてと， 2..5"，3. 0 secく

らいとに分けられるようである.

(4 )初動方向の度数

Nishikohon 
1953 - 1965 

fOint A 
1966 -1970 

第4図 P"，S時間のひん度

1943年の12月から始まった昭和新山生成時では，地震

の活滋な時朝は双曲線分布で，その後地震活動が弱まる

につれ指数分布に変つでいることが指摘されている.次

に，最大振幅の度数分布をとってみると第3図のように

なり，石本一飯田の式におけるmの値は2.18となる.

(3)-. P，.......S時聞の度数

第4図に，壮瞥，西湖畔およびA点で観測された地震

1966年から1970年までの電磁地震計の資料から初動方

向，押し引きのわかったものを象限別にひん度をとった

のが第3表である.A点は昭和新山の南西にあるので，

第3表からわかるように，昭和新山方向のものが全体の

42%で，そのうち引きで始まっているものが全体の30%

にあたる.次いで多いのは南東側で32%，、ぞのうち20%

が引きで始まっている. とれら 2つの方向で40%を占
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め， しかも引きで始づているものが多い.そのほかでは

数は;少ない.また大有珠方向に起きているもの(第4象

限に震源があるもの〉はごく少なくしかもすべて押し

で始まっているi

IJll 以 1;|;オ 8 

O 

※震央方向昭和新山

(5)記象型

現在観測している電磁地震計による記象例を写真で示

したが，i大体次.の 5つに分けるこ主ができる.

i)いわゆるA型であるが，Pの部分〆の大きいものと小

さいものがあり，一般に Pの部分の小さいものaは P~s

時間が長い. (写真 1. 2) 

ii) 紡錘型をした型で、あるが，振幅の割りに振動時間

の長いものと短いものがある. (写真3. 4) 

iii)周期の比較的長い地震で割合に規則的な振動とそ

うでないものがある(写真 5. 6つ
iv)不規則な振動で振幅のわりに振動時間の長いもの

と短かいものがある. (写真7. 8) 

v)上下動の立ちあがりが大きく記録されるもの.

〈写真9.10) 

3.震央の分布

電磁地震計で観測するようになってから1970年までに

、第5図震央分布

④観測点，②押しで始まっている

もの..引きで始まっているもの

観測された地震のうち，p，.，...，S時間，初動方向および押

し，引きのわかったものにヲいて震央の位置を推定し

た.大森係数を3として求められた震央を第5図に示し

である.

第 4図で示じたP，.....S時間の度数分布をみると， A点

においては大部分が 0.3"'1.0秒の問の地震である.第

5図にはA)点を中心としてp"，s_が0.3秒および1.0秒に
なる範囲を示しであるが，おお主そこの範囲内の地震

は，西湖畔から昭和新山の付近.A点の南東側から南西

側にかけての部分、すなわち有珠山(大有珠，小有珠〉

からみて，その北東から南にかけての地域に分布してい

る. しかし，いくつかの地域にかたまっているとみるこ

とがでぎるであらう.すなわち、昭和新山付近に多ぐ発

生している.そのほか西湖畔の付近， A点の南東方向か

ら南西方向にかけて上長流中を心とし大地域に分けられ

るようである.

第4図で，壮瞥においては約0.8秒をピーグとじて約

0.3秒"'1.2秒の範囲のものが多くなっているが、これら

は西湖畔付近・昭和新山付近を震源としたものに相当す

ると考えられる.また，約1.4秒および1..8秒の山は，上

長流を中心とした地域のもの応相当していると思われ

る.西湖畔については， 0.3秒の山は西湖畔付近に発生

した hもの， 0.8秒"'0.9秒付近の山は昭和新山付近の地震

に対応し、1.6秒"'1.8秒の地震は上長流方面に発生した、

ものと考えれば，第5図に示した1966年以降の震央分布

によって，それ以前の 2 点における P~S時間も説明さ

れる

そのほか各観測点とも P"，S時間 2.5~3.0 秒前後に

かけての地震があり，これらについてはいまのところよ

くわからないがi有珠山付近の深い地震か，あるいは参、

考資料(3)民示した噴火湾付近の地震と思われる.

4.む‘す F び

J有珠山周辺に発生する地震は， -1950年に石本式地震計

を設置じてから数年間はやや多く，年間20"'40回ぐらい

観測されていたが徐々に少なくなり， .1965年には7回，

1966年には9回未日まで 1回もなかった.

1966年電磁地震計が設置されてからは，年数十回から

百回近く tの地震が観測されており，それらはほぼ定常的

に発生している.これらの地震は昭和新山を中心とした

地域に多く起っており，次いで西湖畔および外輪山の南

東方向にもかたまって発生しているところがある.

なお末尾に参考のため付録として}有珠山の活動表，

有珠山の活動に伴ったおもな火山性地震の各地の震度お
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有珠山周辺に発生する地震について一一須賀 147 

写真 1 記象例.I - 1. 1966 IX 20 写真3 記象例.ii - 1， 1968 V 30 

写真2 記象例.I- 2. 1968 IX 15 写真4 記象例，II- 2， 1967 N 8 
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写真5 記象例，iii-1， 1970 vm 3 写真7 記象例，iV-1， 1967 N 21 

写真6 記象例，iii-2， 1968 1 7 写真8 記象例，ivー 2，1969 V 21 
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写真 9 記象例，y- 1， 1967 VII 29 

真写10 記象例，y- 2， 1967 1 2 

よび有珠山付近のおもな地震(火山性以外〉の表を記載

した.

本報告をまとめるにあたり ，本庁地震課長宗調査官，

管区観測課久本主任技術専門官の方々には懇切な御指導

をいただき，御礼を申し上げます.
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150 験震時報第 36巻第3，4号

付録表1 有珠山の活動表

年月日 11 ぉ， も な 状 況 |規模

(言諜匙2昆i臼d品ι63品翌zL1叩O月)11北海崎町道砧志に 悶
1日62お6. V. 1凹9. 11 7月まで鳴動i津宰軽に聞こえた.確実な記録なしし. (地資〉 〆 l 
(寛永3年4月20日)11 |噴 火

(雪景品育14<~) 11降灰津戸叫ω 確実存記録なし(地資) • • 1噴 火

1663. VIII. 16 117月日11より微動，鳴動13日まで続く.

(寛文3年7月14日)1114日明方噴火， 15日正午頃より活発となり， 14時頃熔岩上昇(1丈余り〉大震動l大噴火
を起こして山頂崩壊すに r 、 '1家屋焼失，

地震 (MK=3.5)松前，弘前で感ず，降灰のため近辺の夷人の家焼失，アイヌ 51埋 '没

人死亡 ・ |死者 5人

-爆発音羽川111:内まで聞こえる.むの活動は月末頃になづておさまる.(震災，震予〉

松前年歴捷径に「明和5年12月12日(或あいは16日旧暦)有珠岳噴火し付近に住
む土民畏怖し避難J 噴 火

蝦夷山焼記に「有珠山が噴火し終りに一面に火降り長j荒川の長屋が残らず焼失し|家屋焼失

たjとあるが，状況を察知するに足る確実な記録は少ない.~V震災，震予〉

1769. 1. 3 

〈明和5年12月16日〉

1822.m. 12 

(文政5年正月12日〉

大噴火7月末まで数回大爆裂があり大泥流を流した.

1月16日地震3回〈夜より翌朝にかけ).

17日地震44回， 18日75回， 18日100回(午前中約6時間で).

19日午後2時頃l鳴動とともに山上の神社の西外側の箇所が爆裂，土煙を吹き上げ

噴煙とともにせん光が著しい.午後10時頃にも激しく噴火.

20目黒煙を噴出，せん光鳴動を伴う.

22日活動は極点に達し，南昇風山山麓まで黒煙を押し出す東方約43kmの白老付

近まで茶わん大の石が降り，南南東約29kmの室蘭でも降灰著しかづた.

23'"""":'25日活動減衰したが鳴動および震動が続く.

26日夜にかけ一層激しくなる.

27日大鳴動あり，有珠善光寺付近まで焼石を降らす.

28，.....;，29日活動続く.

2月1日(新暦3月21日〉午前7時頃震動鳴動激裂之共に大泥流が奔下南扉風山|大泥流

を越えアプ夕方面(現在虻固有珠の中間〉へ押し出し海上に達す Iアプタ部落
2月2日震動少なくなり鳴動や噴煙も時々起きたが， ，次第に静穏に向う 1焼失.死傷

9日活動再び猛烈となり，夜には震動がおびただしくなった. ι ， I者100名，馬
15日降灰， 22日噴煙， 27日頃から静穏に向う. 3月2，4，17，19日噴煙があった， 11益37頭弊死

4月13日活動再び盛んになる.降灰あり， 29日5月1日および15日噴煙がみられ|または行方

降灰あり. (震災"震予〉¥ 戸 不明

1853. IV. 22 -11-3月初めから 1月末まで続き大有珠岳を生成.

(嘉永6年3月15日.)11 3月6日6時頃より震動始まる.

15日ますます激しく，虻田で8回の地震を感ず， i3時過ぎ元山から北東で爆裂.

16日早朝噴煙やや薄くなる.

22日昼頃元山から東方に噴煙が猛烈に噴出大噴火

23，.....，24日噴煙盛んとなり，時々震動を伴う大有珠岳生

25日震動も少なく，噴煙も薄くなる.噴火口は元山から東方 550m.25日以降震|成

動次第iに少なく 1日8"""'12白28日まで続く.

n
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年月 日 お もな 状 況

1903. V--VI 

(明治36年 5月--6日〉

28日突如として大峰(大有珠岳)が現出‘ (4月13日に大有珠岳生成との説あり←
大日本地震資料河童常吉「有珠岳の噴火J). その後7月頃まで活動続く. (震

災，震予〉

5月11日噴煙止まる(山頂9合目付近から不断に立上っていた).

12日遠雷のよ'うな音閉じえたが何事もなし.

13白平常に復し，噴煙じ初めた ゃ・ I鳴
6月27日午後夜半まで3回鳴動大砲のごとく問えたが地震もなく噴煙の断絶も

ない. 2名の目撃者の語るとこるでは，岩石の転落した音に過ぎなかったと伝え

られている. (震災，震予)

動

1919. VII. 25 

(明治43年1月25日〉

7月I5日の地震に始まり， 10月まで続き，明治新山(四十三山〉を生成大噴 火

7・月i5日i5時，初めて地震発生，鳴動震動fしきりに起こる，山麓住民避難四十三山

2I--23日震動鳴動が引続いて起こる ， ー !(明治新山〉

24日震動ますます強烈313回に達す，うも62回強震・ ー !生成，

I 15時40分の地震により有珠村で畑地および道路等にいわゆる泥丘を生じ，ー土砂利家屋倒壊

よ び泥水を噴出住民避難

25日震動.162回うち31回強震， 16時40分に大震動発生，家屋倒壊，倉庫5棟住宅|西紋監(伊

8戸半壊，地割れを生ず.22時初-:-，40分金毘羅山に爆裂口が生じ降灰を伴う，と|達町)にお

の爆発後地震減少ける有感地

26日I4時鳴動 2個の爆裂口を生ず，火口から泥流流出し，湖水面約 30crIl上昇|震

震動数十回 ・ 4 ‘17月22日25

27日2時大鳴動が起こり，空滝沢付近およびポントカリさらに夜になって西丸山岡.23日110

の南西山麓に爆裂火口を生ず.泥流が流出りんご園およ.び人家が埋没，、有感85回|回.24日35Q

うち 4回強震，湖水面約30cm減退. ‘|回.25日減

28回5時高穴に火口を生ず. 7時から大鳴動おこり，.西湖畔に 1個，西丸山の裏l少
に1個の爆裂火口を生ず，湖水面約50cni上昇，有感27回多少震動少くなる.
29日震動13回うち2回強震， 5，時東丸山近くに 2個の爆裂火口を生じ，聞けつ的

に蒸気を噴出土砂を飛ばし泥流を流す.

¥ 

29日以降8月初旬まで湖水面白に 3--7cmの割合で増加，終りには65cm計に達

す. 8月 1日西丸山横の噴)(口から多量の泥流を湖岸まで押し出し，人家リンゴ

園畑地等を埋没. 2日3時頃西丸山の頂上に 2個の爆裂火口が生じ盛んに噴煙を

あげる.東丸山山麓からかつて望見し符た西丸山が新丘(四十三山)の生成のた

め見えなくなった.

3日噴煙6箇所，泥流5箇所うち 4個の泥流は湖岸に達した.

7日西丸山山頂に爆裂火口を生ず.

8日金毘羅山に爆裂火口を生ず.

8月上句から下句にかけ東丸山での湖岸で湖水面が 1日に 7'"'-'10 cniの割り合で
上昇が認められたが1.5mで止まった.

9月7日新正付近にあった民家主地隆起のため倒壊.

10月2日西湖畔の中央部に最後の爆裂火口が生じた火口は計45個. (震災，震予〉

1932. V. i9 洞爺湖の湖底一部陥没. (験震(3))
(昭和7年 5月19日)11 

里ハ
戸u予

防

1943--1945 

(昭和18;......，20年〉

第一期

火山性地震 CA型)がひん発隆起，地割れを生ず. ‘ |大噴火

1. 昭和18年12月28日19時突然有珠山麓一帯に強い地震が起り， I2月31日頃まで|昭和新山生

継続，その間 1日200巨l感じられた .1成

hqa 
po 

¥ 
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年月日 お. も な 、状 況 l規模
昭和18年12月28日ん 11 2.昭和四年 I月'"5首以降地震は山麓一帯では微弱になったが東麓φ柳原，上長i山林耕地秘
，19年6月22日11流で、凶陸:続、間もなく乗麓に:t世震，隆起およびそれに伴う亀裂が生じ始めた.この|害大，家屋

隆起上長流一柳原聞の中心部し最大 1日に30cm，平均24cm:4月上句まで、16m.問壊数戸

第二期

8月初句まーで最高50111隆起しt::. 守 山 1同爺温泉
3. 4月以降隆起は柳原から北方に移.動，、フカパ部落に接近亀裂も次第にフカパ1(巡査駐在

部落西方の丘陵通称九万坪の畑地に大小の地割れを生じ，小さいもの10---20mi 1所〉におけ

大きいもの600mに達した・ る有感地震

4. 7.カパ区域における地震引続き感じ，爆発直前の 6月中旬頃 1日100回以上， 1回数

爆発前日250白に達す 1
18年12月

28日 24
11:火山活動の最もj放し町時期で、数回の爆発に伴い火白り生成および降灰等があdこ29日問

昭利19年6月23日ん 11， :5.，昭和ur年6月23日08時30分頃松本山の南東約 200.凶の畑の中にできた地割れl'30日275
同年10月31日11から初めて音もなく噴煙がゆるやかに昇り持めた 10時45分には強い爆音ととも1 ;~日m

ノ，

に大爆発が起こり刈灰，火山砂，磯等をほう出，との爆発2時間位で止み，経119年 1月

50X35mの新火口(第1火口Jが形成，地震は急激に減少して23日11Q回，24日20回・¥--;' ;日 72
6. 6月27日第2火口が生じだ噴石は少なく，灰も遠くへは飛ばず，活動の閉¥ ;日 54

けつ時間も長かτた・ 一 e 、 ..1 3日 37
，7. 7月2日10時30分大爆発が起こり多量の降灰があり，ケカパで厚さ30cm，滝i

4日 32
の町10cmに達し.壮瞥町で田畑に致命的被害を受ける 5日 31

8. 7月3日朝大爆発，東方に降灰，ブカパ方面で径の岩屑多量に落下， 2， 31 
6日 21

日両日の大爆発の際の噴煙は100m 以上に達し，空は一時暗くなる 180~~~0 ~.~I' . 7日 23
の噴石火口周辺 500m以内に落下，セメントのような微粉が風に運ばれ近隣4箇I 8日 15
町村の農産物に多大の被害を与える・ 、 ， ノ 1. 9日 18

9. 7月間大爆発第3火口形成. え I ' 10白6 
10. 7月13日求爆発第4汽ば形成，この火口10月31日最後の爆発まで活動継続， 1 11日 11

大きさも最大で最初70出ほど，その後の爆発により 180mほどになる.
12日 4

11. 7月15，日豪雨中に爆発.
13日 11

12. 8月1日夜10回目の大爆発噴煙2kmに達す. 、 l 1 14日 4
13. ' 8月17日第5火口形成直経50m.

15日 9
14; 8月26日第4，第5火口同時に爆発それまで残存していたフカパ部落の家|

16日 7
屋，ことごとく壊滅 1 '17日 7 

i5. 9月10日中爆発，第6.k口生成直経30m. 、 | 
18日 6

16. 10月1日第4火口生成直径30m.
19日 4

17. 10月16日第4火口爆発
20日 4

・18. 10月31日第4火口爆発(最後の大爆発)， ζれまで7個の火口を形成，これら1
1. 21日'3

の火口現在のドームの基底の円周に沿ってほぼ円形に配列しτいる.'. I ' 22日 1 
この期間，隆起は引続き行なわれ 7月中旬から 8月中匂までの 1日の最大隆起I ;;日- 3 

量は2mに及び全期間を通じ最大値を示す.

このようにして 8月10日頃の総隆起量は約 100mに達し，さらに10月下匂には海

抜130---160m，フカパ西方の畑250---300に及ぶ，まんじゅう形の屋根山の地形を

呈する至る.

24日、 1

25日 6

26日-

27日 2

第三期 11火山活動の末期でほどんど爆発は起こらず，溶岩円頂丘が出現 1 28日 3 

昭和19年11月 i 日~ 11 昭和19年11月中句第4火口付近は黒色の岩今塊(ベロニーテ〉の出現が認められ， 1 29日で

20年9:月11 とのベロニーテは除々Kよ昇を続け， 20年9月ドームの頂上の高さ 406.9mとなI 30日 3 
り，屋根山に対する比高は約 150mに達した. ー I 31日 1 
ドームの 1日の平均隆起量は 0.6mであJった. (地調，験j雲仙，験震(2)，室気〉
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付録表2 有珠山の活動に伴なうおもな火山性地震の各地の震度

1. 1663年(寛文3年) 8月16日 MK=3.5 弘前で‘有感(地資〉

2. 1910年〈明治43年)7月24日15時49分 M二6.5

強震区域 '虻田町，同宇床丹，同字ポロモイ，壮瞥町滝の下，同字西湖畔，同字東湖畔伊達町字有珠

中震区域 伊達町字西紋ベツ，同東紋ベッ，同稀府元室蘭，弁辺，向洞爺，倶知安，狩太久保内，パンケ

弱震区域 底部，俄虫，太櫓，瀬棚，長万部，黒松内，磯谷，室蘭，白老，幌別

微震区域 函館i福山，島牧，寿都，古平，余市，苫小牧，鵡川(験震(1)) 

付録表3. 1920，....，1970年の有珠山付近のおもな地震

(火山性地震を除く小区域以上の地震〉

位 置
JiJT 年 月 日 場
0) 規模 記 事

E 
h 

。 。
】an M=6.4 1920. III. 27 室蘭付近 141': 1 42.2 

1952. 1. 29 噴，火 j奇 141. 0 42.2 100"""120 最大震度広尼 E 

1954" N. 17 噴 火'湾 140.6 42.2 120 顕
， 
最大震度江差 E 

1955. 1. 28 、噴 火 湾、 140.6 42.4、 20、 最大震度室蘭‘ E

1957. N.，14 室蘭付近 141. 3 42.3 120 最大震度浦河 E 

1966. VII. -20 倶知安付近 140. 7 43.3 1160 顕 最大震度釧路 E 

(気象，北地〉
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